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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第16期

第１四半期連結
累計期間

第17期
第１四半期連結
累計期間

第16期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成23年
４月１日
至平成23年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高（千円） 920,709 946,2473,567,544

経常利益又は経常損失(△)（千円） △10,175 97,932 242,038

四半期（当期）純利益（千円） 19,744 43,070 150,683

四半期包括利益又は包括利益（千円） 34,541 69,431 108,358

純資産額（千円） 3,560,2163,639,5263,634,027

総資産額（千円） 5,258,0635,256,6985,193,938

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 772.07 1,684.215,892.31

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） 67.7 69.2 70.0

営業活動によるキャッシュ・フロー（千円） 6,954 198,650 166,269

投資活動によるキャッシュ・フロー（千円） △24,686 △26,022 △58,865

財務活動によるキャッシュ・フロー（千円） △95,731 △88,172△193,259

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） 1,111,3561,215,7611,130,569

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．第16期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

５．四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

  当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証

券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、平成23年３月11日に発生した東日本大震災により大きく落ち

込み、電力供給の問題など懸念すべき問題も多く、先行きは見通せない状況が続いております。　 

　当業界におきましては、医療・介護・予防が連携した「地域包括ケア」の推進や介護療養病床の廃止期限の延期

などが盛り込まれた改正介護保険法が平成23年６月15日に成立し、平成24年度から施行される予定であります。

　このような事業環境の中、当社グループは、前期に引き続き病院・介護施設等に対する大口物件の受注確保に注力

した営業活動や大手レンタル事業者による新製品採用に向けての拡販に努めました。

　中国子会社では、中国沿岸部の大都市を中心とした営業活動を行い、販売代理店の確保に取り組みました。また、生

産面では、材料費の値上がりや人件費高騰の中、品質管理の強化や生産効率の向上に努めてまいりました。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高につきましては、946百万円（前年同期比2.8％増）となりまし

た。営業利益につきましては、費用削減に努めた結果、123百万円（前年同期比72.4％増）、経常利益は97百万円（前

年同期は10百万円の経常損失）、四半期純利益につきましては、43百万円（前年同期比118.1％増）となりました。

　セグメントの業績は、日本では売上高942百万円（前年同期比3.0％増）、セグメント利益143百万円（前年同期比

205.9％増）、中国では売上高301百万円（前年同期比3.1％減）、セグメント損失32百万円（前年同期はセグメント

利益44百万円）となりました。

　　

(2) キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

85百万円増加し、1,215百万円（前年同期は1,111百万円）となりました。

　当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期連結累計期間における営業活動の結果、獲得した資金は198百万円（前年同期は6百万円の獲得）と

なりました。これは、主に税金等調整前四半期純利益が97百万円、仕入債務の増加が23百万円あったことによるもの

であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期連結累計期間における投資活動の結果、使用した資金は26百万円（前年同期は24百万円の使用）と

なりました。これは、主に定期預金の純増額が14百万円、有形固定資産の取得による支出が10百万円あったことによ

るものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期連結累計期間における財務活動の結果、使用した資金は88百万円（前年同期は95百万円の使用）と

なりました。これは、主に配当金の支払額が61百万円、短期借入金及び長期借入金の返済による支出が22百万円あっ

たことによるものであります。

　　 

(3）研究開発活動

  当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、13百万円（前年同四半期は15百万

円）であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 80,000

計 80,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在
　発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成23年８月11日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 27,200 27,200
東京証券取引所

(マザーズ)

当社は単元株制度

は採用しておりま

せん。

計 27,200 27,200 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。 

　

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年４月１日～

平成23年６月30日
－ 27,200 － 1,484,550 － 1,516,900

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社カワムラサイクル(E02264)

四半期報告書

 4/17



（７）【議決権の状況】

　　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

　記載することができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

　ります。

 

①【発行済株式】

 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　1,627 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  25,573 25,573

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 27,200 － －

総株主の議決権 － 25,573 －

　

②【自己株式等】

 平成23年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社カワムラサイ

クル　

神戸市西区上新地３丁目

９番１　
1,627 － 1,627 5.98

計 － 1,627 － 1,627 5.98
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２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。 

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平

成23年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,257,544 1,357,636

受取手形及び売掛金 701,645 702,936

有価証券 10,172 10,174

商品及び製品 365,099 391,546

仕掛品 137,982 120,447

原材料及び貯蔵品 355,611 376,217

繰延税金資産 34,634 45,130

その他 197,825 124,731

貸倒引当金 △1,091 △1,124

流動資産合計 3,059,423 3,127,697

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 755,308 753,248

機械装置及び運搬具（純額） 147,158 145,278

土地 1,028,166 1,028,166

その他（純額） 21,385 20,373

有形固定資産合計 1,952,018 1,947,066

無形固定資産 14,073 13,308

投資その他の資産

投資有価証券 15,480 15,952

繰延税金資産 16,528 17,194

その他 139,257 138,321

貸倒引当金 △2,842 △2,842

投資その他の資産合計 168,422 168,625

固定資産合計 2,134,514 2,129,001

資産合計 5,193,938 5,256,698
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 169,944 183,200

短期借入金 819,500 810,000

1年内返済予定の長期借入金 39,415 33,792

リース債務 18,659 19,739

未払法人税等 33,821 73,310

賞与引当金 49,341 24,920

デリバティブ負債 83,276 99,696

その他 127,354 180,942

流動負債合計 1,341,313 1,425,601

固定負債

長期借入金 35,060 27,980

リース債務 37,392 33,457

退職給付引当金 41,865 43,827

デリバティブ負債 85,497 69,954

負ののれん 18,419 16,116

その他 362 233

固定負債合計 218,597 191,569

負債合計 1,559,910 1,617,171

純資産の部

株主資本

資本金 1,484,550 1,484,550

資本剰余金 1,516,900 1,516,900

利益剰余金 846,808 825,946

自己株式 △136,696 △136,696

株主資本合計 3,711,561 3,690,699

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,547 1,739

為替換算調整勘定 △79,086 △52,911

その他の包括利益累計額合計 △77,538 △51,172

少数株主持分 4 －

純資産合計 3,634,027 3,639,526

負債純資産合計 5,193,938 5,256,698
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 920,709 946,247

売上原価 480,055 510,240

売上総利益 440,653 436,007

販売費及び一般管理費 368,928 312,340

営業利益 71,724 123,667

営業外収益

受取利息 42 86

受取配当金 106 171

受取家賃 976 1,020

負ののれん償却額 2,302 2,302

その他 2,731 4,686

営業外収益合計 6,157 8,267

営業外費用

支払利息 4,065 3,072

為替差損 41,672 29,692

デリバティブ評価損 40,699 877

その他 1,620 359

営業外費用合計 88,057 34,001

経常利益又は経常損失（△） △10,175 97,932

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△10,175 97,932

法人税、住民税及び事業税 3,963 66,160

法人税等調整額 △33,878 △11,293

法人税等合計 △29,915 54,867

少数株主損益調整前四半期純利益 19,739 43,065

少数株主損失（△） △4 △4

四半期純利益 19,744 43,070
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 19,739 43,065

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △539 191

為替換算調整勘定 15,341 26,174

その他の包括利益合計 14,802 26,366

四半期包括利益 34,541 69,431

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 34,546 69,436

少数株主に係る四半期包括利益 △4 △4
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△10,175 97,932

減価償却費 21,401 20,437

のれん償却額 5,016 －

負ののれん償却額 △2,302 △2,302

貸倒引当金の増減額（△は減少） 76 32

賞与引当金の増減額（△は減少） 24,519 △24,421

退職給付引当金の増減額（△は減少） 952 1,961

受取利息及び受取配当金 △148 △258

支払利息 4,065 3,072

為替差損益（△は益） 4,070 976

デリバティブ評価損益（△は益） 40,699 877

売上債権の増減額（△は増加） △56,446 △790

たな卸資産の増減額（△は増加） △7,962 △20,749

仕入債務の増減額（△は減少） 48,319 23,020

長期未払金の増減額（△は減少） △56,548 △129

その他 1,521 126,908

小計 17,059 226,569

利息及び配当金の受取額 148 258

利息の支払額 △4,061 △3,073

法人税等の支払額 △6,192 △25,104

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,954 198,650

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △7,785 △40,612

定期預金の払戻による収入 － 25,710

有形固定資産の取得による支出 △16,751 △10,441

無形固定資産の取得による支出 － △529

投資有価証券の取得による支出 △149 △149

投資活動によるキャッシュ・フロー △24,686 △26,022

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △9,500 △9,500

長期借入金の返済による支出 △21,038 △12,703

リース債務の返済による支出 △4,428 △4,575

配当金の支払額 △60,763 △61,393

財務活動によるキャッシュ・フロー △95,731 △88,172

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,418 735

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △116,881 85,191

現金及び現金同等物の期首残高 1,228,238 1,130,569

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,111,356

※
 1,215,761

EDINET提出書類

株式会社カワムラサイクル(E02264)

四半期報告書

12/17



【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

　

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年６月30日現在）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成23年６月30日現在）

現金及び預金勘定 1,213,522千円

有価証券勘定 10,166

預金期間が３か月
を超える定期預金

△112,331

現金及び現金同等物 1,111,356

現金及び預金勘定 1,357,636千円

有価証券勘定 10,174

預金期間が３か月
を超える定期預金

△152,049

現金及び現金同等物 1,215,761

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

配当に関する事項

　配当金支払額

　
決議

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年５月14日

取締役会
普通株式 63,932 2,500平成22年３月31日平成22年６月14日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

配当に関する事項

　配当金支払額

　
決議

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月２日

取締役会
普通株式 63,932 2,500平成23年３月31日平成23年６月９日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 日本 中国 合計

売上高    

外部顧客への売上高 914,796 5,912 920,709

セグメント間の内部売上高又は振替高 － 305,421 305,421

計 914,796 311,334 1,226,130

セグメント利益 46,872 44,882 91,755

 

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異

調整に関する事項）

　 （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 91,755

セグメント間取引消去 △1,337

のれんの償却額 △5,016

棚卸資産の調整額 △13,677

四半期連結損益計算書の営業利益 71,724

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 日本 中国 合計

売上高    

外部顧客への売上高 942,220 4,027 946,247

セグメント間の内部売上高又は振替高 － 297,799 297,799

計 942,220 301,826 1,244,047

セグメント利益又はセグメント損失 143,394 △32,729 110,665

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）

　 （単位：千円）　

利益 金額 　

報告セグメント計 110,665 　

セグメント間取引消去 △1,191 　

棚卸資産の調整額 14,194 　

四半期連結損益計算書の営業利益 123,667 　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

　１株当たり四半期純利益金額 772円07銭 1,684円21銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 19,744 43,070

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 19,744 43,070

普通株式の期中平均株式数（株） 25,573 25,573

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

 

２【その他】

　平成23年５月２日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

　（イ）配当金の総額・・・・・・・・・・・・・・・63,932千円

　（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・2,500円00銭

　（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・平成23年６月９日

（注）平成23年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

   平成23年８月11日

株式会社カワムラサイクル    

 取締役会　御中  

 新日本有限責任監査法人  

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 西原　健二　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 和田林　一毅　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社カワムラサ

イクルの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から

平成23年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社カワムラサイクル及び連結子会社の平成23年６月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は

　当社（四半期報告書提出会社）が、別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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